






要約：近年、周産期死亡率の低下は目覚ましく、こうした状況の下で超未熟児の保育と先

天異常児に対する対応が課題となっている。そこで、今回は先天異常発生に関して周産期

医療との関連を検討した。在胎週数と体重を検討したところ、一般に在胎週数の短い低出

生体重児のほうが先天異常の発生は高かった。しかし、体重が少なければ少ないほど発生

率が高いというわけではなく、1000g～1499g の極少未熟児のほうがそれ以下に比較して高

い発生をみていた。先天異常の疾患の重症度で分類してみたがおよそ同じ傾向であった。

これは胎内発育遅延の問題が影響しているのかもしれないと思われた。さらに出生前診断

がモニタリングにおいて先天異常発生率に対してどう影響を与えているかを調査した。し

かし、無脳症の発生については影響を及ぼしているかもしれないが、他の患者は多岐にわ

たっており、先天異常発生率に影響を及ぼすとは考えられなかった。 


